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　２月はロータリークラブの世界理解月間です。すでに１月にロータリー理解推進月間を展開、我々ロー

タリアンがクラブの精神を理解するとともに一般の人たちにロータリークラブのことを理解して頂ける

ように努めてまいりました。２月はさらにロータリークラブを理解して頂けるように活動を行って頂き

たいと念願する次第です。

　国際ロータリーは１９０５年の２月２３日に創立し、この日を創立記念日としており、この２３日か

ら３月１日までをロータリー世界理解と平和週間と定めております。皆様におかれてはロータリーをさ

らに理解し、世界の平和を祈念した活動をして頂きたいとお願いする次第です。

　１月にも申し述べましたが、ロータリーの普及には会員増強が何より大事です。ロータリーをより深

く理解して頂いて、会員を増強してください。

　また、本年６月２０日からモントリオールで世界大会が開かれます。世界各国のロータリアンと親睦

を図り、交流を深めて頂くよう、是非ご参加をお願い致します。

　大変残念なお知らせになりますが、昨年１２月２９日に西尾張分区の保浦文夫ガバナー補佐が他界さ

れました。道半ばでの逝去はさぞ無念であったことと思います。ここに哀悼の意を表し、ご冥福をお祈

り致します。

　保浦氏は、１９８１年に西春日井ロータリークラブ ( 現名古屋清須ロータリークラブ ) に入会され、

クラブおよび地区において、ロータリーの発展に尽力されました。

　なお、同分区の分区幹事をお務めいただいておりました、名古屋清須ロータリークラブの藤井忠氏が

ガバナー補佐に就任されましたことをご報告申し上げます。

　

国際ロータリー第２７６０地区ガバナー 大澤輝秀

第2760 地区　各クラブ会長 ・幹事殿
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　人類にとって最も重要で偉大な発明は何だと思われますか？　私は言葉と文字の発明であろうと常々

考えています。人類が誕生して何百万年が経ちますが、他の動物から飛躍的に優位に立ち、いまや地球

をもある意味でコントロールできるところになったのは、つい最近のことであり、そのきっかけが言葉

の発明であっただろうことは想像に難くないのではないでしょうか。言葉は単一としての人間を集団と

して纏め上げ、ひとつの目的（狩とか種族の長の命令に基づく集団生活とか）に向かって最も効率よく

人類を導いてきたと思います。声の大小強弱高低などのパターンによる意思伝達から、より複雑な（脳

の活用化に対しても有効な）言葉として表現をすることにより、的確かつ具体的でしかも瞬発力ある意

思表現となって、人類以外の言葉を持たない動物などに対して君臨できたのだと思います。

　旧約聖書の創世記に出てくる「バベルの塔」についての説話はご存知の方は多いと思います。すなわ

ち人類のおごりによって神の国に届けとばかりの塔を立てている最中に、神の怒りにあい、バベルの塔

世界理解月間に寄せて

第2760 地区　国際奉仕委員会
第 2760 地区　国際奉仕委員長

黒田　勝基（高浜ＲＣ）

2760 地区　各クラブ会長 ・幹事殿
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「職業奉仕がロータリーの基盤」

委員長
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2009 年 1 月

地区ガバナー各位

　拝啓  新春のお喜びを申し上げます。

早速ではございますが、2010 年 2 月 23 日前後に世界各地で展開される公共イメージプロ

ジェクトにご支援を賜りたく、皆さまにご連絡させていただいております。2010 年 2 月

16 日から 3 月 2 日にかけて、世界各国でさまざまな公共イメージ推進プロジェクトが実施

される予定です。

世界中の人々に広く親しまれている有名な建物に「End Polio Now（今こそポリオ撲滅の

とき）」のメッセージを映し出すキャンペーンが、昨年見事に大成功を収めたことを受け、

これと同様の活動が実施されるほか、各国政府要員の方々に「End Polio Now」の葉書を

送る計画も立てられています。

「End Polio Now」キャンペーン推進のこの機会に、地区内のクラブにも地元地域において

ポリオ撲滅への認識が高められるような目を引く活動を実施するよう、呼びかけていただ

ければ誠に幸いに存じます。 

活動の内容は、ロータリーとポリオに関する小冊子を配るだけの 1 時間程度のものから、

地元のショッピングセンターにブースを設け、子供たちのポリオ予防接種のための募金活

動をするものまで、それぞれのクラブに合った形で自由に決めていただきます。

このプロジェクトを支援するため、クラブの思いのままに創意工夫を凝らしていただけれ

ばと思います。

ガバナーの皆さまから、このチャレンジをクラブに呼びかけていただけることを願ってお

ります。ロータリーが 105 周年を迎えようとしている今、全世界の全クラブが「今こそポ

リオ撲滅のとき」キャンペーンに参加することでいかに大きな影響がもたらされるかをご

想像ください。

2月 23 日の創立記念日を祝うためのアイデアや配布資料は、http://www.rotary.org/

en/AboutUs/Rotaryleadership/RIpresident/Pages/PublicImage.aspx でご覧ください。

ロータリーの創立記念日をともに祝いながら、「ロータリーの未来はあなたの手の中に」

あることを各クラブに自覚していただけるものと確信しております。

敬具

ジョン・ケニー 2009-10 年度会長 国際ロータリー

国際ロータリー会長　

ジョン・ケニー氏より、

ガバナーにメッセージが

届いておりますので、紹

介いたします。

建設という共通目標を達成するためには意思疎通が不可欠であり、言葉の共通理解がそれを実現させて

いたということから、神が言葉をばらばらにしてお互いの意思疎通を不可能にしたことで、塔自体が崩

壊したという寓話（実際に塔があったという説もあります）にも見られるように、お互いの意思疎通の

ためにはお互いに理解できる言語が非常に大切であると言うことが述べられていると思います。

　また、音としての言葉を紙などに残すことができるという文字の発明は、それまでのいったん発声し

終わったら消えてしまう言葉を、時間と距離を越えて残すことができるという類まれな特徴を示します。

　過去われわれの先人たちが経験し、問題を解決してきた方法が時間も地域も制約なしに受け継ぐこと

ができる、それが文字であるのではないでしょうか。言語が違っている民族民族の経験も、文字として

表現することによって理解可能な言語に翻訳するという作業も容易になることや、分担や「辞書＝変換

テーブル」を作ることによって異言語民族の間でもお互いに確認し合えること、またさらに過去の絶滅

した文明や歴史も文字翻訳を通して理解することができることを意味します。さらに、文字の印刷技術

の発明はさらに時空の枠を超え多くの人々に過去の膨大で有効な知恵として活用され続けると思いま

す。

　科学技術の発展も過去の蓄積をベースに、それまでの証明されたレベルにまでに関しては省略可能で

あり、新たな事象のみを積み上げ二次曲線的に進展していくのだと思います。現代はまさに過去何千年

の発展の量とここ数年の発展の量とは比較にならないほどすさまじい勢いで増加し続けています。この

ことは地球環境を崩壊させることにも、逆に解決する段階でも活用できると信じています。人類全体の

隅々までにこれら恩恵を行き届けさせることもできると思います。

　世界理解月間はまさにこの人類が自然と共生し、発展するために不可欠のことだと思います。

　さらに、個々の人類がその壮大な目的に向け一丸となるためには共通の認識が必要になってきます。

そのために識字率を上げ、世界理解をする必要があると考えています。

　現在言葉は理解できても文字が読めないために自分単独では過去の蓄積された恵みを享受できない人

がたくさんいます。せっかくある有益な薬を間違えて使用したり効力を理解できないために多くの人が

死んでいったり。「危険」と表示された場所や機械を文字が読めないことによって重大な被害に遭遇し

たり。　音声の伝達では難しい通達も、ビラ投下等によってより多くの人に時間的余裕を持って認識さ

せる可能性も字が読めなくては何もならないこともあるでしょう。　また、今年度の大澤ガバナーの方

針にもありますが、われわれでも識 IT が不足しているゆえに多くのチャンスや世界の情報を取得する

ことが難しかったり、明確な方針が展開されなかったりする場合もあるのではないでしょうか。

　今でも多くの国で多くの人たちが識字のためのサポートを必要としています。国際ロータリーはハー

ドウエアーとしての小学校建設や水保全のための活動、健康管理、貧困撲滅や母子問題等多くのプログ

ラムを地区委員会や個々のクラブを通じて展開しています。しかしながらいいハードウエアーも識字と

いうソフトウェアーがないと機能しないことがしばしばあります。また、ハードウエアーは概して該当

地区に対する取り組みが短期的な活動であることに対し、それを機能させるためのソフトウェアーは地

道な継続性（成果が出るまで時間が必要）が必要だと思います。

　国際ロータリーの持っている情報や地区委員会が企画する事業等に是非アクセスしていただきたいと

思います。また、地区国際奉仕委員会はそれら情報発信をし続けます。特に継続性が不可欠なソフトウェ

アー部分の奉仕は単位時間の投資の大小より継続性を持った時間軸での積分値としての面積が重要なこ

とから、各クラブの関与、およびプログラムへの参加が必要だと思います。さらに、複数のロータリー

クラブ（地区国際奉仕委員会 WCS 小委員会等も含めて、またマッチングなどを通じて）での連携の大き

さ＝しいて言えば空間軸での三次元積分値＝によって、幾何級数的に有効性を増すものと考えます。

　毎年 2 月はロータリーでは「世界理解月間」です。視点を日本ではなく多くの国に置き、真の世界理

解の原点でもある識字率向上の意義について考える月間としていただきたいと思います。
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ロータリーの未来

第 2760 地区　ロータリー未来委員会

杉 浦  壽 康 （岡崎ＲＣ）委員長

　ロータリー未来委員会は 07 ～ 08 年度に当時の江崎柳節ガバナーによって新設されました。

目的は、世界の変革の中にあって、ロータリーにも変革の波が押し寄せて来るであろう。押し寄せて来

てから慌てて対応するのでなく、今から、未来を予測して対応策を考えておくことが必要である。すな

わち、ロータリーの未来像を描くことであります。　　

　未来像を描くには、現時点のロータリークラブの姿を把握しておくことが必要と考え、ロータリーに

ついての意識や活動についてアンケート方式でクラブとロータリアンに尋ねることにしました。江崎ガ

バナー年度と片山主水年度にアンケートを発送回収し、前年度から統計処理と解析を始めました。今年

度はアンケートの集計結果と解析結果に基づいて未来像を描くことにしています。

　ところで、この 10 数年の間にＲＩはいろいろな方針を打ち出しました。たとえば、１）ＤＬＰの採用、

２）女性会員を認める、３）Ｍａｋｅ‐ｕｐ期間の拡大、４）一業種一人制を廃止し五人までに、

５）ＣＬＰの採用などがあります。ポールハリスは、ロータリーは時代とともに進化して行くべきもの、

時に革命が起こることもある、と述べていますが、ロータリーが未来永劫に存続するために、変えた方

が良いもの、変えても良いもの、変えてはならないものをきっちり仕分けて方針を建てなければならな

いと思います。最近のＲＩの仕分けはロータリーの存続を危うくしているように思います。

　未来委員会は、未来を見据えてロータリーのあるべき姿を描くことができるよう委員全員で取り組ん

でいます。

第 101回 RI 国際大会開催のお知らせ

2010 年６月 20 日～ 23 日　カナダ、ケベック州モン

トリオールで第 101 回 RI 国際大会が開催されます。

ロータリー 100 周年を祝う本大会の開催地、モント

リオールは、新旧入り混じり、国際性あふれる洗練

された街です。ファッション、食べ物、芸術にはさ

まざまな文化の影響が見られ、独自のスタイルを築

いています。

皆様のご参加をお願いいたします。

※詳細はＲＩウェブサイトをご覧ください。
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お知らせ
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2009 年 8 月 21 日 ( 金 ) 地区内国際

奉仕委員長会議が開催されました。

2009 年 8 月 27 日 ( 木 ) 地区内クラブ

職業奉仕委員長会議が開催されました。

南尾張分区高村敦夫ガバナー補佐

（269 号）

　「ロータリー文庫」は日本ロータリー５０周年記念事業の一つとして 1970 年に創立された

皆様の資料室です。

  ロータリー関係の貴重な文献や視聴覚資料など、２万余点を収集・整備し皆様のご利用に

備えております。閲覧は勿論、電話や書信によるご相談、文献・資料の出版先のご紹介、絶

版資料についてはコピーサービスも承ります。また、一部資料はホームページで PDF もご利

用いただけます。

　クラブ事務所にはロータリー文庫の「資料目録」を備えてありますので、ご活用願います。

　以下資料のご紹介を致します。

斉藤 和　2009　14p　D.2580（宇城ＲＣ記念講演）

司 葉子　(パネリスト )2009　7p（D.2530 地区大会）　

海田　司　牛来峯聡 他　2009　13p（D.2580 地区大会）

鳥井弘之・中上英俊　2009　8p（D.2580 地区大会）

山田俊和　2009　10p （D.2520 地区大会 )

伴 義孝　2005　12p（全日本 RYLA 大会報告書）

仁志田博司　〔2009〕　3p（D.2540 地区大会）

島村吉三久 (コーディネーター )2009　12p（D.2830 地区大会）

地区大会記念講演を中心に！        

◎「ロータリーは此れでいいのか」

◎「夢とロータリー」

◎「2580･今・おかげさまの心で夢をかたちに」

◎「国際ロータリー第 2580 地区発、地球の温暖化防止」

◎｢夢をかたちに－心豊かに」

◎「青少年よ、『重力』と遊べ」

◎「子どもにあたたかい心を育む－子育てと躾：学習と教育の違い」

◎「ロータリーの基本に返ろう」　

［上記申込先：ロータリー文庫（コピー / PDF ) ]

〒105－0011 東京都港区芝公園 2-6-15 黒龍芝公園ビル 3階

TEL（03)3433-6456・FAX（03)3459-7506　http://www.rotary-bunko.gr.jp

開館＝午前 10 時～午後 5時　　休館＝土・日・祝祭日

所属クラブ　　ロータリーク

ラブ

生年月日　　　

　　

勤務先

自宅住所　　　〒481-0001 北

名古屋市六ツ師 1010-1

　

西尾張分区
名古屋清須ＲＣ

藤井　忠

新ガバナー補佐紹介

1930 年 4 月 1 日生

■職業分類　歯科医

■勤務先　　藤井歯科医院

■役職　　　名誉院長

■役職

■勤務先住所 〒460-0003

名古屋市中区錦 3丁目 16-27 栄パークサイドプレイス 3Ｆ

TEL.052-971-9812　FAX.052-971-9820

ロータリー歴
1976 年 1 月 西春日井ＲＣ入会

1983 ～ 1984 年　米山功労者

1986 ～ 1987 年　西春日井ＲＣ副会長

1989 ～ 1990 年　西春日井ＲＣ会長

1990 ～ 1991 年　マルチプルＰＨＦ

2000 ～ 2001 年　ベネファクター

2000 ～ 2001 年　西尾張分区ガバナー補佐

2003 ～ 2006 年　地区新世代委員長

2006 ～ 2008 年　地区新世代副委員長

2008 ～ 2010 年　地区 RYLA 委員

ポール・ハリス・フェロー

マルチプル・ポール・ハリス・フェロー

ベネファクター

訃 報
西尾張分区　ガバナー補佐　保浦文夫様がご逝去さ
れました。
これまでのロータリー活動のご功労に敬意を表しま
すとともに、謹んでご冥福をお祈り申し上げます。

西尾張分区
名古屋清須ＲＣ

保浦　文夫
1939 年 7 月 25 日生

■職業分類　建築家

■勤務先　　株式会社ヤスウラ設計

■役職　　　代表取締役　主宰
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国際ロータリー第2760地区 ガバナー月信2月号

会員数及び出席報告（平成 21 年 12 月末）

南
尾
張
分
区

西
尾
張
分
区

東
尾
張
分
区

西
名
古
屋
分
区

東
名
古
屋
分
区

東
三
河
分
区

西
三
河
中
分
区

西
三
河
分
区

クラブ名 2009年

７月１日

2009年

７/１女性

2009年

12月末日

09/7/1

以降

増減

09/7/1

以降

増減

会員数 入会
12 月

出席率

退会会員数会員数 当
月
女
性

例
会
数

12

月

累

計

12

月

累

計
クラブ名 2009年

７月１日

2009年

７/１女性

2009年

12月末日

会員数 入会
12 月

出席率

退会会員数会員数 当
月
女
性

例
会
数

12

月

累

計

12

月

累

計

半 田

常 滑

東 海

東 知 多

半 田 南

知 多

大 府

7RC

一 宮

津 島

尾 西

一 宮 北

稲 沢

あ ま

名 古 屋 清 須

尾 張 中 央

一 宮 中 央

9RC

瀬 戸

犬 山

江 南

小 牧

春 日 井

尾 張 旭

名 古 屋 空 港

瀬 戸 北

岩 倉

名 古 屋 城 北

愛 知 長 久 手

11RC

名 古 屋

名 古 屋 西

名 古 屋 南

名古屋みなと

名 古 屋 東 南

名 古 屋 中

名 古 屋 瑞 穂

名 古 屋 大 須

名 古 屋 栄

名 古 屋 名 南

名 古 屋 名 駅

名古屋丸の内

中部名古屋みらい

13RC

62

49

55

27

47

21

20

281

88

72

24

40

57

80

37

37

48

483

75

73

50

39

53

28

53

67

20

22

20

500

187

100

115

64

85

129

70

63

77

70

83

46

27

1,116

3

0

2

1

1

0

1

8

0

3

1

0

0

0

2

0

6

12

3

0

1

2

2

0

2

6

2

3

3

24

0

0

0

1

10

0

0

4

0

10

4

6

10

45

-1 

-1 

-1 

1 

2 

1 

-2 

-1 

0 

-1 

-1 

1 

-1 

0 

0 

-2 

0 

-4 

-1 

0 

1 

0 

1 

1 

1 

2 

1 

13 

2 

21 

2 

4 

6 

3 

4 

1 

-1 

-2 

2 

-2 

4 

-1 

2 

22 

3 

1 

0 

-1 

-1 

2 

-3 

1 

0 

-2 

0 

0 

2 

3 

4 

6 

-1 

3 

0 

3 

-1 

0 

3 

2 

1 

25 

2 

5 

-2 

-2 

3 

0 

0 

-2 

-1 

3 

5 

1 

-2 

-4 

0 

-1 

0 

2 

2 

3 

3

0

2

1

1

0

1

8

0

4

1

0

0

1

2

0

6

14

3

0

2

2

2

0

2

7

2

3

4

27

0

0

0

1

11

0

0

4

0

10

6

6

11

49

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

2

0

0

0

2

1

0

1

0

0

0

0

0

0

0

0

2

2

0

1

2

0

0

0

0

0

0

0

0

0

5

0

0

2

1

2

1

1

7

3

3

0

3

0

4

1

0

2

16

1

0

2

0

2

1

1

2

1

15

2

27

7

7

8

5

6

2

0

1

3

0

8

1

3

51

1

1

2

0

0

0

1

5

1

1

0

2

1

3

0

1

1

10

0

0

0

0

0

0

0

0

0

2

0

2

4

2

2

0

1

1

0

2

1

2

1

1

1

18

1

1

3

0

0

0

3

8

3

4

1

2

1

4

1

2

2

20

2

0

1

0

1

0

0

0

0

2

0

6

5

3

2

2

2

1

1

3

1

2

4

2

1

29

4

4

3

3

4

3

4

4

4

3

3

3

3

4

3

3

3

4

4

3

4

3

3

4

4

3

4

4

3

3

4

3

3

4

5

3

4

3

4

3

61

48

54

28

49

22

18

280

88

71

23

41

56

80

37

35

48

479

74

73

51

39

54

29

54

69

21

35

22

521

189

104

121

67

89

130

69

61

79

68

87

45

29

1,138

100.00%

97.25%

96.86%

81.48%

98.37%

95.45%

80.00%

92.77%

98.38%

91.54%

95.65%

90.23%

93.51%

96.62%

81.78%

86.30%

93.75%

91.97%

99.05%

100.00%

98.37%

86.80%

92.36%

98.85%

98.00%

100.00%

92.86%

98.99%

95.24%

96.41%

91.79%

87.72%

92.44%

89.14%

87.18%

97.18%

99.10%

93.39%

95.14%

98.82%

97.21%

95.27%

66.67%

91.62%

名 古 屋 北

名 古 屋 東

名 古 屋 守 山

名 古 屋 和 合

名 古 屋 名 東

名 古 屋 名 北

名 古 屋 千 種

名 古 屋 昭 和

名 古 屋 錦

名 古 屋 東 山

名 古 屋 葵

11RC

豊 橋

蒲 郡

豊 橋 北

豊 川

田 原

豊 橋 南

新 城

渥 美

奥 三 河

豊 川 宝 飯

豊橋ゴールデン

田原パシフィック

豊 橋 東

13RC

岡 崎

豊 田

岡 崎 南

豊 田 西

岡 崎 東

豊 田 東

岡 崎 城 南

豊 田 三 好

豊 田 中

9RC

刈 谷

安 城

西 尾

碧 南

一 色

高 浜

知 立

西尾ＫＩＲＡＲＡ

三 河 安 城

9RC

90

84

52

98

49

44

50

52

33

43

27

622

118

53

81

62

53

61

48

29

17

53

55

63

42

735

90

79

95

97

59

80

76

23

48

647

90

58

74

76

28

38

62

54

58

538

0

0

3

0

6

5

3

0

8

2

0

27

3

0

2

0

2

0

0

0

3

2

0

2

0

14

2

1

2

0

0

0

0

2

6

13

4

3

1

0

0

2

0

0

6

16

0

0

3

0

6

5

3

0

8

3

0

28

3

0

3

0

2

0

0

0

3

3

0

2

0

16

2

1

2

0

0

0

0

2

7

14

4

3

1

0

0

2

0

0

6

16

0

0

0

0

1

1

0

0

0

1

0

3

0

0

0

1

0

1

0

0

0

1

0

1

1

5

0

0

0

0

1

0

0

0

0

1

0

0

1

0

0

0

0

0

0

1

6

4

2

3

3

3

0

4

0

4

0

29

2

3

5

7

0

4

1

4

0

2

3

3

1

35

4

6

1

2

4

1

1

0

1

20

7

1

1

1

3

0

1

2

2

18

2

2

0

3

1

0

1

2

0

3

0

14

0

0

1

0

0

1

1

0

0

2

0

0

0

5

0

0

2

1

0

1

0

1

1

6

1

0

1

2

0

0

0

0

0

4

3

3

2

4

4

1

3

3

0

6

0

29

0

0

1

1

1

1

1

1

1

2

0

1

0

10

2

1

3

4

1

1

1

2

2

17

2

0

3

5

3

1

1

0

0

15

3

3

3

3

4

3

4

3

4

3

4

4

3

4

3

3

3

4

3

3

4

4

4

3

3

4

4

3

4

3

4

3

4

3

4

4

3

4

4

3

4

4

93

85

52

97

48

46

47

53

33

41

27

622

120

56

85

68

52

64

48

32

16

53

58

65

43

760

92

84

93

95

62

80

76

21

47

650

95

59

72

72

28

37

62

56

60

541

98.25%

90.45%

94.82%

89.82%

100.00%

91.66%

96.62%

96.89%

87.67%

93.65%

81.50%

92.85%

97.12%

89.74%

98.38%

98.94%

92.99%

95.86%

97.74%

86.51%

91.70%

95.20%

94.46%

95.52%

91.27%

94.26%

100.00%

96.46%

98.78%

100.00%

95.91%

98.10%

95.07%

81.37%

100.00%

96.19%

100.00%

97.02%

99.21%

97.96%

99.05%

100.00%

100.00%

100.00%

98.33%

99.06%

平均出席率

クラブ

82

平均

94.39％

地区内クラブ数　８２ＲＣ

2009 年 7 月１日会員数 増加会員数（累計）

減少会員数（累計）

差引純増会員数（累計）

203 名

134 名

69

4,922 名　内女性 159 名

12 月末会員数 4,991 名　内女性 172 名

当月平均出席率 94.39%


